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新年あけましておめでと義ございます
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
影
を

潜
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
か

各
地
で
猛
暑
日
が
更
新
さ
れ
る
な
ど
暑
い
夏
が
続
き
、

会
員
の
皆
様
の
健
康
面
が
危
倶
さ
れ
ま
し
た
が
、
ご

活
躍
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
は
「
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取

引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
発

注
者
に
課
せ
ら
れ
る
責
務
等
を
明
確
に
し
つ
つ
、
個

人
が
事
業
者
と
し
て
受
託
し
た
業
務
に
安
心
し
て
、

安
定
的
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
会
員
も
個
人
事

業
主
で
あ
り
法
の
適
用
を
受
け
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー

と
し
ま
し
て
も
会
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
業
務
に
従

事
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
の
事
業
実
績
で
す
が
、
請
負
に
つ
い
て
は

新
芽
の
琴
し

遇
L、

寺
、
尋

公
益
社
団
法
人

東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

こ
こ
数
年
横
ば
い
で
し
た
が
若
干
減
少
傾
向
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
様
々
な
要
因
に
よ
る
物
価
高
騰
や
、

適
正
安
全
就
業
に
よ
り
猛
暑
日
の
作
業
を
控
え
た
た

め
、
作
業
時
間
の
減
少
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
派
遣
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は

増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま

し
て
も
会
員
の
高
齢
化
、
ま
た
減
少
傾
向
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
会
員
の
獲
得

に
向
け
て
、
ご
友
人
等
へ
の
声
掛
け
等
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ

れ
る
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、

会
員
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
更
な
る
発
展
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
鈴
木
幹
夫

本年もよろしくお願いいたします

事
務
局
長
兼

塩
山
事
務
所
長

山
梨
事
務
所
長

主
査
主
査

副
主
査

主
事

開
拓
推
進
員

開
拓
推
進
員

理
事
長
（
甲
州
市
長
）
鈴
木
幹
夫

副
理
事
長
（
山
梨
市
長
）
高
木
晴
雄

常
務
理
事
（
甲
州
市
）
小
林
茂
夫

理
事
（
甲
州
市
）
小
澤
邦
次

理
事
（
甲
州
市
）
雨
宮
功

理
事
（
甲
州
市
）
岡
進

理
事
（
甲
州
市
）
金
井
孝
子

理
事
（
甲
州
市
）
志
村
紳
江

理
事
（
山
梨
市
）
高
保
博
仁

理
事
（
山
梨
市
）
上
野
千
秋

理
事
（
山
梨
市
）
北
直
行

理
事
（
山
梨
市
）
穐
野
正
孝

理
事
（
山
梨
市
）
早
藤
美
佐
子

理
事
（
甲
州
市
）
廣
瀬
仁

理
事
（
山
梨
市
）
戸
泉
俊
美

監
事
（
山
梨
市
）
川
井
洋
二

監
事
（
甲
州
市
）
桐
原
や
よ
ひ

丸
山
一
朗

根
津
由
美
子

羽
中
田
典
子

古
屋
勇
太

山
下
加
津
也

荒
井
す
わ
子

野
沢
真
奈
美

小
林
茂
夫
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表
彰
状
贈
呈

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日
、
甲

州
市
民
文
化
会
館
に
於
い
て
、
令

和
六
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
、
令
和
五
年
度
収
支
決
算
等
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
上
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の

発
展
振
興
に
寄
与
し
業
績
が
顕

著
で
あ
っ
た
、
会
員
並
び
に
役
員

の
方
々
に
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

表
彰
状

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〔
会
員
・
十
五
年
以
上
一

・
山
中
孝
夫
・
飯
島
守

深
松
春
雄
・
高
橋
袈
裟
彦

・
雨
宮
功
・
小
林
決
乃
江

・
古
屋
秀
子
・
風
間
節
子

・
小
泉
圭
子
・
後
藤
利
幸

・
中
山
勝
文
・
松
川
幸
男

・
前
島
一
彦

一
役
員
・
三
期
以
上
｝

・
坂
本
耕
造

感
謝
状

〔
役
員
・
三
期
未
満
｝

・
芦
澤
太
美
男
・
奥
山
秀
子

令
和
六
年
度
定
時
総
会
開
催

令和5年度事業実續（職種・発注者別の内訳） 単位：千円

発注者別

般家庭
（19.9538,221 勇八

労働者派遣事業
網戸張替等 公共施設等管理

公
民

公
民
共
間

３
７
２
７
４
２
２
９
７
７
業
業

事
事

共
間
事業26,847

事業13.045

合計 191 ,592小 計 151700 小 計 39,892

植木剪定講習会並びに機械除草安全講習会開催
植木剪定講習会では、 日頃剪定を行っている会員に加え、新たに剪定を始めたい会員も加わり13名の方が技術向

上を目指し受講しました。また、近年刈払機の事故が増加しております。石の飛びにくい上下逆回転刃方式での機械

除草作業を体験し、その効果を実感しておりました。今後の就業に生かしていただきたいと思います。

…
巳寺 一

町
。
Ｊ
粉

一
一
燭
脆 駒

β
手

、

且
胃

(勝沼健康公園） (塩山ふれあいの森総合公園）

3令和7年1月1日



｢シルバーの日」奉仕活動実施 RB.10.10
／ 、

【全国シルバーの日】

に合わせ第31回目の

会員による奉仕作業

が、管内で一斉に実

施されました。

割

、 ノ

q三富地区

１
１

▲牧丘地区
マ

■
舵

登
色

山梨地区し

色▼甲州地区

ｌ
い
い
型
『
四
囲
垂
照
一 繍

悪風

Z

／

騨
睦-．

蕊葱
薊

，
画
倒
封
鐸

篝
■I,

型
牌

顕

各施設について、景観等の維持を図り、来訪者がより良い環境で楽しく過ごせる

う、清掃作業を実施しました。よう、
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〕（ シルバー派遣事業について
シルバー派遣事業は、シルバー会員を派遣労働者として、 「臨時的かつ短期的な就業又は軽

易な業務」の範囲内で派遣先である会社などの指揮命令によって働きます。当センターでは平
成26年度からシルバー派遣事業を開始し、現在70名を超える会員が派遣労働者として業務

こ従事しています。｛

シルバー人材

センター連合会

（派遣元）

雇用関係派遣契約

会 員

(派遣労働者）
発注者

(派遣先）

指揮命令関係

(~高星雲薑会が設置されまし
労働安全衛生法では、従業員が常に50名以上いる事業所では衛生委員会の設置が義務付け
られています。

当センターでも、派遣労働者が70名を超えているため令和6年度に職場環境の改善やシル

バー派遣会員の健康や衛生に関わる取り組みを行う衛生委員会を設置しました。

4月5日委嘱式に引き続き第1回衛生委員会を開催し、運営方法などを協議し、毎月第4金
曜日に開催することなどを決定しました。

垂

衛生委員会委員名簿

勲
一

[詞

○安全委員が改選されました(RS～R7)○山梨事務所移転のお知らせ

28年ぶりに「山梨市働く婦人の家」に戻りました

住所山梨市上神内川1348番地(夢わ－<山梨内）
行
功
宏
勝
彦
充
治
夫
美
光
里登

直
正
博
常
秀
正
幸
美

市
一
市
一
市
一
市
一
市
一
市
一
市
一
市
一
市
一
市
一
市

委員長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 貝

北
雨
前
相
穐
難
飯
藤
一
金
一
鶴
一
日

宮
一
嶋
一
川
野
一
波
一
島
一
井
一
子
一
田
一
原

墓
I

〃、〃、

竜

5令和7年1月1日

産業医

事務所長

衛生管理者

職員代表

派遣会員代表

齋藤順一

小林茂夫

丸山一朗

古屋勇太

荒井 広



長
い
間
、
正
社
員
で
事
務
の
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
定
年
退
職
を
機
に
考
え
ま
し

た
。
以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
遺
跡
発
掘
の

仕
事
を
し
て
み
た
い
と
。

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
主
催
の
発
掘
体
験
会
に
参
加
す

る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
会
場
で
シ
ル
バ
ー
に

加
入
す
れ
ば
発
掘
の
仕
事
を
紹
介
し
て
も
ら

え
る
と
知
り
ま
し
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
塩
山

事
務
所
の
計
ら
い
で
発
掘
の
仕
事
に
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
夢
が
か
な
い
ま
し
た
。

今
回
の
発
掘
は
、
猛
暑
の
中
で
し
た
が
派

遣
先
の
責
任
者
が
十
分
な
暑
さ
対
策
に
配
慮

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
身
体
的
に
は
大
変

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
遺
跡
に
つ
い
て
の

知
識
を
習
得
し

た
り
、
同
僚
の

シ
ル
バ
ー
の

方
々
と
も
楽
し

く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
な
が
ら
、

健
康
に
気
を
付

け
更
に
頑
張
ろ

う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ﾄ〃

憲司

〃弓

／ 、

「
シ
ル
バ
ー
入
会
で
夢
を
叶
え
る
」

《
室

二
目
一

甲
州
市
衣
川
い
つ
美
様

紹
介

、 ノ

を
受
け
て
安
全

に
能
率
よ
く
作

業
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

好
き
な
仕
事
を

し
て
お
金
を
も

ら
え
、
さ
ら
に

地
域
に
貢
献
で

き
る
な
ん
て
最

高
で
す
。

三
十
九
年
間
の
新
聞
記
者
勤
め
で
は
、
写

真
を
撮
っ
た
り
記
事
を
書
い
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
退
職
後
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ガ
ソ
リ

ン
代
稼
ぎ
を
兼
ね
て
汗
を
流
す
仕
事
を
し
た

い
と
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
り
ま

し
た
。や
り
た
い
仕
事
は
庭
木
剪
定
や
樹
木
伐

採
、
放
棄
果
樹
園
の
整
理
、
雑
草
刈
り
払
い

な
ど
。
今
ま
で
も
我
流
で
、
自
宅
近
く
の
公

園
で
、
伸
び
放
題
の
樹
木
の
枝
払
い
を
「
勝

手
に
」
や
っ
て
い
ま
し
た
。
形
の
崩
れ
た
樹

木
を
見
て
い
る
と
放
っ
て
お
け
な
い
の
で
す
。

大
脚
立
を
使
っ
て
サ
ル
の
よ
う
に
よ
じ
登

り
、
手
ノ
コ
で
大
枝
を
落
と
し
て
い
ま
し

た
。
内
心
、
「
い
つ
か
大
け
が
す
る
」
と
い

う
心
配
と
、
嫁
さ
ん
か
ら
も
「
頼
ま
れ
て
も

い
な
い
の
に
バ
カ
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
忠
告

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

刈
払
い
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
講
習

「
汗
を
流
す
仕
事
を
し
た
い
」

山
梨
市
河
合
博
司
様

〆

＝

な
す
」
を
な

ぜ
か
思
い
出
し

ま
す
。
「
和
を

も
っ
て
尊
し
と

な
す
」
の
調
和

の
精
神
で
こ
れ

か
ら
も
就
業
し

て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

私
は
、
近
所
の
シ
ル
バ
ー
会
員
か
ら
紹

介
さ
れ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
、
高
橋
山
放
光
寺
で
の
就
業
を
紹

介
頂
き
、
今
年
七
月
か
ら
働
き
始
め
ま

し
た
。放
光
寺
は
一
一
八
四
年
創
建
で
、
大
変

由
緒
あ
る
お
寺
で
あ
る
こ
と
は
、
皆
様
ご

承
知
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

仕
事
は
境
内
の
草
取
り
、
清
掃
で
す
。

境
内
は
大
変
広
く
私
は
今
ま
で
、
手
カ
ン

ナ
、
立
ち
カ
ン
ナ
を
ほ
と
ん
ど
使
っ
た
こ

と
が
な
く
皆
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
今
に

至
り
ま
す
。

一
日
の
始
ま
り
は
、
ご
住
職
の
朝
の
笑

顔
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
る
と
お
寺
に
来
る
方
々

が
「
お
は
よ
う
、
ご
苦
労
様
で
す
」
と
声

を
か
け
て
下
さ
い
ま
す
。
私
は
そ
の
時
、

聖
徳
太
子
の
言
葉
「
和
を
も
っ
て
尊
し
と

「
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
」

山
梨
市穴
水
茂
様

私
は
物
づ
く

り
が
大
好
き
な

の
で
、
今
後
は

有
志
で
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の

よ
う
な
事
が
出

来
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま

す
。

三
十
年
ぶ
り
に
偶
然
会
っ
た
知
人
が
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
る
こ

と
を
聞
き
、
そ
の
方
が
生
き
生
き
と
活
躍

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
私

は
現
在
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
が
、
シ
ル

バ
ー
に
も
類
似
し
た
内
容
の
仕
事
が
あ
る

と
知
り
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
て
登
録
し

ま
し
た
。

勝
沼
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
ラ
ベ
ル
張
り
作

業
に
就
い
て
い
ま
す
。
自
分
の
都
合
の
良

い
日
に
無
理
な
く
働
く
こ
と
が
で
き
、
作

業
場
で
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
工
夫
し
な
が

ら
楽
し
く
作
業
が
で
き
ま
す
。

単
発
の
お
仕
事
も
紹
介
し
て
も
ら
い
、

派
遣
で
飲
食
店
の
お
手
伝
い
や
、
清
掃
の

仕
事
を
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
所
で
他

の
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

あ
っ
て
作
業
す
る
こ
と
は
楽
し
く
、
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

馨
胤
農

山
梨
市
岡
部
ま
ゆ
み
様

Ｉ
圏

ー

卜

可
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会
員
の
広
場

'

（
順
不
同
）

山梨市岡部まゆみ会員

「手芸品」

甲州市関口正次会員

「絵手紙」

山梨市荒井武夫会員

「松飾り」

｛
川
柳
一

jll

柳

一
俳
句
一

俳

句

年
の
功
苦
言
も
光
る
川
柳
か

猛
暑
で
ね
昆
虫
達
も
雲
隠
れ

甲
州
市
関
口
正
次

生
き
て
る
か
確
認
さ
れ
る
朝
が
増
え

婆
さ
ん
の
話
し
相
手
は
猫
だ
っ
た

山
梨
市
上
野
千
秋

入
道
雲
白
雨
近
ず
く
夏
の
夕

秋
深
し
焼
芋
頬
張
り
笑
う
か
べ

甲
州
市
山
中
妙
子

病
室
の
外
で
招
く
は
春
の
色

雷
鳴
が
家
路
の
子
等
の
背
中
押
す

山
梨
市
上
野
千
秋

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

センターからお知らせ

特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律
（フリーランス・事業者間取引適正化等法）について

特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律、以下「フリーランス法」が令和6年11月1

日に施行されました。

これはフリーランスが受託した業務に、安定的に従事することができる環境を整備することを目

的としており、シルバー会員の請負業務もフリーランス法の対象となります。

これを受け、シルバー人材センターの契約関係を見直します。

これからは発注者と会員との間で直接的な契約関係が生じる包括的契約となります。

当センターでは令和7年4月1日から適用しますので、皆様方のご理解、ご協力をお願いします。

また、フリーランス法での就業内容の明示義務化に伴い、会員向けクラウドサービス「スマイル

toスマイル」を活用することにより、ご自身の就業条件等をPC、スマホ及びセンター備え付けの

タブレット等で確認できます。

登録方法等ご不明な点がありましたらセンターまでお問合せ下さい。

シルバー人材センター全国団体保険制度のご案内

当センターでは、傷害保険、賠償責任保険に加入しています。万が一会員の皆様が、就業中に傷

害を被った場合に保険金が支払われます。また就業中に他人の身体の傷害、財物の損壊等が発生し

た場合も保険金が支払われます。該当する場合はセンターまで連絡してください。

7令和7年1月1日
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企業で！ご家庭

ださい。

お役に立ちきす。地域で！

お気軽にご相識く

毎こんな仕事をお受けします

’
お気軽に

お問い合せください！

1<軽作業分野〉
、
』

屋内・屋外の清掃／除草（草刈り・草取り）
公園等の清掃／農作業／墓地の除草・清掃など 会員 車g

シルバー人材センターでは、

健康で仕事をする意欲のある、

概ね60歳以上の会員を募集し
ています。

入会希望の方は各事務所にお

問い合わせください。
ホームページから入会書類が

ダウンロードできます。また、

入会動画もご覧ください。

「
４

植木の手入れ剪定・消毒作業
襖・障子・網戸の張替え／軽易な大工仕事など

ｒ
Ｌ

『
１
１
ｉ
１
コ

<施設管理分野〉

公共施設の夜間・休日等の管理／倉庫等の管理
公園・緑地等の管理

【<ｻｰビｽ分野〉
、
１
１
１
４

HP:https://webc.sjc.ne/y-enzan/index

家事全般の手伝い／粗大ごみ運搬
病院付添いなど

筆耕（宛名書き・賞状・命名害き）

【<折衝外交分野〉 ］
チラシ等の配布・配達など

(注）高年齢者のため、重ツ高年齢者のため、重労働や高所作業などの危険な作業はできません。

請負または委任になじまない仕事(雇用)は、派遣事業・職業紹介事業で扱うことができます。

グー一一一一一ーq■■一一一一一一一ーー‐‐一一一‐イ■■一一‐ｰｰー・■■＝ーーーーー‘■■■■ーー■■‘■■ー、

｜ お問い合せはこちらまで編集後記 舎
日
０
６
９
－
ｒ
■
Ｕ
０
９
６
６
０
０
日
０
匹
Ｂ
６
８
０
Ｇ
Ｕ
６
６

ｌ
９
ｇ
０
ｌ
Ⅱ
凸
マ
ユ
ー
▲
▼
。

☆発注者様をはじめ地域の皆様方のひと

かたならぬご愛顧を賜り、無事第33号の

発行を迎える事が出来ました事に厚く感

謝申し上げます。

☆令和7年が皆様にとりまして素晴らし

い年になりますように、お祈り申し上げ
ます。

編集委員 岡 進 吉岡ミサイ

松川幸男 早藤美佐子

公益社団法人

東山梨地区広域シルバー人材センター
０
９
△
凸
▼
△
▲
日
１
日
Ⅱ
凸
口
』
甲
６
１
匹
Ｂ
８
０
０
０
９
ｌ
ｌ
Ｂ
り

塩山事務所TEL
FAX

山梨事務所TEL
FAX

0553(32)41 10
0553(32)4109

0553(22)4150
0553(22)4006

1

1

1

0

1

0

』
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<技術・技能分野〉

<事務分野〉


